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ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
講
習
会
の

お
知
ら
せ

｢
ア
ー
ト
２
０
１
４
い
び
が
わ｣

文
芸
作
品
募
集

★「
戦
争
と
ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
」展
の

ご
案
内

★「
増
山
た
づ
子
写
真
展
」の

ご
案
内

公
民
館
活
動

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
戦
争
と
の
か
か
わ

り
を
テ
ー
マ
に
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

戦
時
下
に
使
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
代
用
品
、

戦
地
へ
の
手
紙
、
戦
地
で
使
用
さ
れ
た
道

具
な
ど
の
展
示
を
通
じ
て
、
戦
争
が
暮
ら

し
に
も
た
ら
し
た
影
響
や
平
和
の
貴
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
期
間　

７
月
１
日（
火
）～
８
月
17
日（
日
）

■
場
所　

新
展
示
室

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

☆

永
公
民
館

《
第
１
回
夏
休
み
出
前
教
室
》

　

◆
日
時　

７
月
23
日（
水
）

13
時
30
分
～
16
時

　

◆
場
所　

永
公
民
館

《
第
２
回
夏
休
み
出
前
教
室
》

　

◆
日
時　

７
月
26
日（
土
）９
時
～
13
時

　

◆
場
所　

永
公
民
館

▲ヒマワリと子ども

▲プロぺラ

　

｢

ア
ー
ト
２
０
１
４
い
び
が
わ｣

が
、

ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
健
康
文
化
都
市

〝
揖
斐
川
町
〟の
発
信
の
場
と
な
り
ま
す
よ

う
、皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

応
募
要
項
な
ど
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

※
連
歌
・
連
句
は
募
集
し
ま
せ
ん
。

種　

目

題

応
募
点
数

短　

歌
雑
詠

二
首
以
内

俳　

句
当
季
雑
詠

二
句
以
内

川　

柳
平
和
、
時

一
題
二
句

狂　

俳
秋
晴
、
魅
了
、
浄
域
、

や
ん
わ
り
、
若
緑
、

貢
献

一
題
一
句

六
句
提
出

★
応
募
要
項

　

投
稿
用
紙
に
作
品
を
記
入
し
て
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

　

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

　

投
稿
用
紙
は
、
各
振
興
事
務
所
・
揖
斐

川
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
投

稿
用
紙
が
入
手
で
き
な
い
場
合
は
、
ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
任
意
の
様
式
に
種
目
、
題
お
よ
び
連

絡
先
を
明
記
し
て
次
の
送
付
先
ま
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

★
応
募
期
限
と
送
り
先

　

平
成
26
年
８
月
31
日（
日
）〈
期
限
厳
守
〉

　

〒
５
０
１

－

０
６
９
２

　

揖
斐
川
町
三
輪
１
３
３

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

社
会
教
育
文
化
課
内

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
３

－

０
１
１
６

　

�

文
化
協
会
担
当
ま
で
郵
送
ま
た
は
直
接

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

★
お
問
合
せ
先

　

社
会
教
育
文
化
課�

℡
２
２

－

２
１
１
１

★
入
選
発
表　

平
成
26
年
10
月
中
旬

　

夏
休
み
に
各
地
域
で
ラ
ジ
オ
体
操
が
行

わ
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
ラ
ジ
オ

体
操
の
指
導
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
、
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
講

習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
講　

師　

�

青
山
敏
彦
（
全
国
ラ
ジ
オ
体
操

連
盟
副
理
事
長
）

　
　
　
　
　

�

天
井
澤
愛
里
沙
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

■
日　

時　

７
月
２
日（
水
）

　
　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場　

所　

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

■
参
加
料　

無
料

■
服　

装　

運
動
の
で
き
る
服
装

■
持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　

飲
料
水

■
お
問
合
せ
先　

　

社
会
教
育
文
化
課

　

２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
４
７
３
）

▼

必
勝
祈
願
寄
せ
書
き

　

旧
徳
山
村
の
姿
を
小
さ
な
カ
メ
ラ
で
記

録
し
続
け
、「
カ
メ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
た
増
山
た
づ
子
さ
ん
撮

影
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

　

今
は
ダ
ム
に
沈
ん
だ
旧
徳
山
村
の
素
朴

で
美
し
い
風
景
と
暮
ら
し
を
偲
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。

■
期
間　

７
月
12
日（
土
）～
８
月
17
日（
日
）

■
場
所　

企
画
展
示
室
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揖
斐
郡
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

功
労
者
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者

激
励
会

●社会を明るくする運動作品展
　　展 示 者 ： 保護司会
　　展示期間 ： 7 月 2 日（水）～7 月16 日（水）
●風景スケッチの会展
　　展 示 者 ： 風景スケッチの会サークル
　　展 示 者 ： 7 月18 日（金）～7 月 31日（木）
●幼児園児交通安全啓発作品展
　　展 示 者 ： 揖斐川町役場総務課
　　展 示 者 ： 8 月 2 日（土）～ 8 月16 日（土）

※月曜日は休館日

中央公民館プチギャラリー

　

５
月
８
日
に
池
田
町
総
合
体
育
館
で
揖

斐
郡
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
四
年
以
上
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
職
務
を
果
た
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

谷
汲
地
区　

岩い
わ

崎さ
き　

清き
よ

実み

さ
ん

　

谷
汲
地
区　

長な
が

柄ら　

多た

寿ず

子こ

さ
ん

　

各
種
大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
出
場
さ
れ
る
の
は
次
の
方
で
す
。

【
笹さ

さ

川が
わ

良り
ょ
う

一い
ち

杯は
い

第
29
回
全
国
選
抜
��

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ミ
ド
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
】

　

ブ
ル
ー
ム
ー
ン　

平ひ
ら

野の

由ゆ

利り

子こ

さ
ん

☆
小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級
バ
ス
研
修
》

　

◆
日
時　

７
月
２
日（
水
）８
時
30
分
～

　

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級
～
水
遊
び
を
し
よ
う
～
》

　

◆
日
時　

７
月
18
日（
金
）
10
時
～

　

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
夏
休
み
体
験
教
室

～
鮎
つ
か
み
ど
り
と
竹
パ
ン
作
り
～
》

　

◆
日
時　

７
月
27
日（
日
）９
時
～
12
時

　

◆
場
所　

朝
鳥
公
園

《
家
庭
教
育
学
級
～
親
子
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
尚
和
園
へ
行
こ
う
」
～
》

　

◆
日
時　

７
月
28
日（
月
）９
時
30
分
～

　

◆
場
所　

揖
斐
川
尚
和
園

　平成２６年度揖斐川町青少年育成町民会議総会が、５月３１日（土）揖斐川町中央公民館大ホールで開催され、
基本方針・重点目標や町民会議全体の取組、『青少年部会』『家庭部会』『環境部会』のそれぞれの活動計画など
が承認されました。
　総会で承認された町民会議の取組及び３つの部会による活動内容は、次のとおりです。

部会名 青少年部会 家庭部会 環境部会

重点目標

青少年の主体性を引き出し、生き生
きと活躍できる体験活動の場を仕組
むことを通して、地域社会の一員と
して考え行動できる「地域社会人」
を育てることをめざす。

家族や地域住民の心が通い合う活動
を通して、人と人とのつながりの温
かさ・大切さを認識し、思いやりあ
ふれる家庭や地域づくりをめざす。

青少年を取り巻く環境に関心をも
ち、ふるさと揖斐川町をさらに住み
よい町にしていく取組を通して、青
少年が安全で安心して生活できる環
境づくりをめざす。

具体的な取組

●�中学校卒業後もボランティアを続
けていけるような組織作りと活用
の継続。

●�ボランティア参加者に、「ねぎら
いの言葉」をかける「声かけ」運
動の継続。

●�啓発ポスターを作成し、町内の公
共施設等に配布。

●�「家族時間」の過ごし方を募集し、
作品をプリントにまとめ多くの家
族時間を紹介する。

●�あったかい言葉かけ運動を推進す
る。

●�地域の子どもを知る機会を作って
人と人とをつなげる。

揖斐川町青少年育成町民会議総会開催！　～青少年の健全育成を願って～

＊早寝 早起き
朝ごはん運動の推進

＊あったかい言葉の募集

＊夏休みラジオ体操の推進

上表の方針をもとに、
具体的な取り組みを各団体や地域で

実践していただきますようお願いします。
また、中央公民館にて１１月２2日土に開催さ
れます青少年育成町民大会において、活動
成果の発表を行います。皆さん、

ぜひご参加ください。

町民会議全体の取組


